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南スラウェシの西海岸では,月名に "r′のつく

月は雨の降る月である,というのが Mattulada教

授の説である｡9月から4月までにあたる｡ウジュ

ンパンダンに着いたのは1980年 10月 8日であった

が,空港 から市内-行 く道,とくに Maros県 は

カラカラに乾いていて,雨がまだ来ていない こと

を示していた｡それでも11日には初雨 らしさもの

が少 し降った｡この日に高谷好一,古川久雄,田中

耕司の3氏がジャカルタから到着｡その翌日から,

あるいは Mattulada教授 と一緒に,あるいは4人

だけで,ウジュンパ ンダンを中心にフィール ド･ト

リップに出かけることになった｡

私にとって南スラウェシの調査は2度めである｡

ちょうど5年前 の 1975年 の11月から翌年 3月 まで

Sidrap県で調査をしているO今回は自然科学者と一

緒なので,彼らの予備踏査に当分同行する形で再び

南スラウェシ全体をみてみたい｡

自然科学者との予備踏査は11月初めまでである｡

このあとは,自然科学グループは南スラウェシを数

カ所の ecologicalunitsに分けて,それぞれの地域

の調査を比較的インテンシブに行い,私はその中で

今回の調査の結節点となるような村を選んでケース

･スタディを行う予定である｡ このような広域 の

サーベイと村落調査 の組み合わせは, `̀area-exten-

sive,village-intensive" とでも名付け られようかO

私の村落調査は一つの村に実質的に滞在できるのは

3カ月ぐらいにしかならないので,人類学でのコミ

ュニティ ･スタディとしては大変短く,むしろ 1年

ないし2年の調査のための予備調査と考えられるか

もしれない｡しかし `̀village-intensive"なデータば

かりでなく,"area-extensiveMな情報が自然科学者

の目を通 して入るのはありがたい｡

1975-76年に調査 した Sidrap県の Amparita村

には10月19日の夕方,Sadang 河かんがいプロジェ

クト視察のあと立ち寄った｡Sidrap県の県都 Pang･

南スラウェシ調査行

前 田 成 文

kajeneから Amparitaまでの8kmは,昔のジャリ

道から舗装道路になっていた｡郡長は私の滞在して

いた時の人から3人めで,Mattulada教授の講義

も受けたという若い大学卒の Sarjana で,在 任 9

カ月めという｡県都の Pangkajeneで県長およびそ

のスタッフから聞いた話では,99.57%の水田で新

品種 が植えられ,毎年 1月ないし2月に Tudang

Sipulungという集まりをして,かんがい田,天水田

の表作,裏作の作期を,例えば苗代作りは3月の第

1過から第 3過までというように,各地域ごとに決

定して,その決定に従って実行するという｡この会

合には,県長以下の政府関係者,農民代表 (tokoI12

tani),ロンタラ読み (pallontara),宗教知識人 (alim

ulama),有力者 (pemukamasyarakat)が 出席す

る｡Sidrapでは,いまやかんがい田では米の2年

5期作から米 4回と水田裏作 (palawija) 2回-の

組み合わせに移行しつつあり,土地を乾かすため 1

期休閑する試みもしているという｡一万,や各種の

調査隊O,プロジェクトもこの県に集中する傾向が

みられ,その中の一つの ドイツのチームは,飲料水

その他の生活用水不足 の問題を解決するために,

200m 地下の水源の調査をしているという｡

実はジャカルタに到着した時は,税関吏が悪 くな

り,物価が高くなっているのに驚いたものである｡

ウジュンパ ンダンでは比較の時間差が5年と長いの

で,余計に物価の上昇が痛切であった｡農村部では

家 ･屋敷地をみている限り,地域的な貧富差と,同

じ地域での立派な家と貧 しい家とがみられるのは前
オモテミ

回の時と同じだが,今回は全体として表見の方が一

層良 くなっている｡上述の Sidrap県にみられるよ

うな,一種の繁栄ないし近代化が進んでいることも

確かなようである｡

いよいよ雨期に入ったのか,この3日間,毎日雨

が降る｡(1980･10･22.Tinggimoncong郡で) (慕

都大学東南アジア研究センター教授)
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タイ国の森林破壊 と経済発展戦略

辻 井 博

5年ほど前,コンケンからウドン-の飛行機から

みたタイ国東北部の森林破壊の極端な進み方と,そ

れに伴った畑作の急拡大に非常に驚かされた｡それ

以後私は,フロンティア-の存在する低開発国にお

ける農業 ･経済発展のあ り方という問題に興味を

持った｡今年 (1980),｢タイ,台湾,日本の食糧政

策の比較研究｣というプロジェクトで8月から10月

にかけて約 2カ月間タイ国を調査する機会を得,ピ

ッサヌロークからロムサック,チュムペ一間の国道

12号線やガビンブリからナコンラーチャシーマーへ

の304号線沿いの広漠たる森林破壊の現状ないし結

果をみることができた｡

森林破壊はタイに限られたことではない｡10月6

日号の NewsWeck の森林破壊の特集 に よれ ば,

1950年以来世界の森林の半分ほどが消滅した可能性

があり,現在 1年間に 1千万から2千万 haの森林

が東南アジア,アマゾン,アフリカなど全世界で失

われ,このスピードは自然的再生や人工造林をはる

かに上回る｡ある環境問題の専門家は熱帯森林全体

が消滅する可能性さえ指摘している｡この急速な森

林破壊の原因は,東南アジアやアマゾンでは土地な

し農民による新しいタイプの焼畑と,大企業による

林業やそのはかアグリビジネスであり,アフリカで

は貧農の燃料としてのたきざの採取である｡そして

たきざの採取により森林が消滅することは,世界の

貧 しい人々の真の重大なエわ レギー危機であると謬

識されている｡世界人口の約 3/4がたきざを主たる

燃料としており,貧 しい農民は燃料のために木を伐

らざるを得ない｡世界人口の1/3は農地の不足のた

め山-入り木を伐 り,焼畑的農業を行わざるを得な

いのである｡こうして破壊された森林のあとには上

述の焼畑的農業が行われ,有用性のない潅木林が茂

り,またスロープのあるところではエロージョンが

起こり農業的に重要 な トップ ･ソイルが流され,

さらにシルティングによりダムや運河を計画耐用期

間よりずっと早 く埋めてしまう｡焼畑的農業は土壌

保全を全 く伴わない収奪的技術で行われ,上述の森

652

林破壊の諸結果とも関連 してその農作物の反収は時

間とともに下がり,早魅や洪水の被害をより多く受

けるようになる｡森林破壊は非常な広域にわたって

行われるので,その地域の気候や水文を変化させ,

早魅や洪水の頻度を増やす可能性が高い｡また地球

レベルで炭酸ガスやアルベードーの変化を通じ気候

変化を引き起こす可能性も指摘されている｡熱帯森

林は地球の表面の10%以下を占めるにすぎないが,

そこには動植物 の全種類の半分ほどが存在する｡

そしてそこから,全処方薬の 1/4を占める生物起源

の薬品の多くや,重要な工業油脂 ･樹脂 ･染料や,

新品種の育種のための特別品種などが取り出されて

いる｡熱帯森林の破壊はこれらを不可能にしてしま

う ｡

タイ国の森林破壊は戦後非常なスピードで進み,

そしてそれがタイ国の農業 ･経済発展の性格と密接

に結び付いていることが重要である｡Sathit博士に

よる LANDSAT を使った計測では,productive

forestareaは1977年にタイ全国土の25.4%を 占め

る｡農業省の1959年の統計では森林面積の同シェア

は58%であ るので,破壊のスピードの速さが明ら

かである｡そしてこの破壊は低地稲作地から upland

forest-の大量の人口移動,畑作面積の uplandで

の急激な拡大,畑作物生産 ･輸出の急増,畑作物の

反収の漸減,反収の不安定性の急増などを伴ってい

る.破壊に伴いエロ-ジョンやダム ･運 河 の シル

ティングも発生し,また畑作物は無肥料で土壌保全

を全 く伴わず生産されてきたので,土地の肥沃皮が

急減し耕作が放棄されている土地が多い｡また急速

な森林破壊は気候 ･水文の変化および作物への気象

災害を増大させているようである｡例えば,今年調

査したスパ ンブリ県ウトング郡のさとう きび地 嵩

は,20-40年前は竹などを中心にした森林であった

ところが入植した個々の農民の開墾により畑地にな

ったところである｡こうしてあたりの森林が全て消

滅し畑作地帯にかわると,ある調査村の老人のいう

｢森の水｣が村に流れてこなくなり,その村の中を
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昔は常時流れていた河も澗河になった｡そしてウト

ング郡を含むスパンブリ県では過去20年間経験 した

ことのない3年連続の激しい早魅が発生し,天水桶

は1977,78,79年の3年間全滅し,さとうきびも毎

年減収し,79年には平年反収の1/3以下の3ton/ha

になった｡バンコクの南のシャム湾に面する諸県で

は海水の浸入が最近になって激しくなり,広大なコ

コナツのプランテーションが枯れてしまい,広大な

耕地が作付不能になった｡また今年の9.-10月には

首都バンコクは5年ぶりの長期の洪水に見舞われ,

私もひざまでの洪水の中を何回も歩かなければなら

なかったのだが,この洪水のいくつかの原因のうち

の一つはメナムの水源地苗での急速な森林破壊であ

ると考えられる｡

このタイ国の急速な森林破壊は,同国の60年代か

ら70年代中期にかけての首都圏での輸入代替重点の

経済成長政策が重要な原因の一つである｡輸入代替

とは従来輸入していた商品の国内生産を保護するこ

とによって,その商品の輸入を国内生産でおきかえ

ることであり,それにより外貨を節約し新産業を育

成することが期待される｡この輸入代替産業の重要

な部分は日本,米国の合弁企業で占められ,たしか

に輸入代替については成功したが,外貨の節約につ

いてはかえって資本財の輸入が増え逆効果であった

し,同産業は政府の強力な保護の下に国際的には非

効率的な生産を行なっているといわれている｡輸入

代替産業,とくに上述の合弁企業は先進国の資本集

約的技術を採用したから,より労働集約的な経済発

展政策を採用した場合に比べ農村からの過剰人口の

吸収が少なかった｡また首都圏での同産業のための

政府のインフラ投資が農業-の同投資を減らすか

ら,この面でも農村の過剰人口問題を悪化させる｡

さらに輸入代替産業のうち重要な合弁の化学繊維 ･

織物産業の場合には,首都の同産業が農村での在来

綿 ･絹産業を駆逐してきたから,この在来産業の高

労働集約度を考えると,化学繊維産業も農村での人

口過剰を深刻化したと考えられる｡

このような条件の下で,タイ国の農村人口は年率

3%という高速で増大し,60年代初めには稲作低地

は人でいっぱいになってしまった｡首都圏も輸入代

替工業化政策の下で労働力の吸収力は非常 に小 さ

かった｡ちょうどその時,uplandforestが広漠な

フロンティアーとして存在 した｡稲作農民たちは大

量にフロンティアー-移動を始めた｡70年センサス

によれば,65年から70年の期間にrural-ruralmigra-

tion209万人に対し,rural-urbanmigrationは30万

人である｡そして上述の急速な森林破壊,畑作面積

の急増,エロージョン,シルティング,気候変化な

どの問題を引き起こしたのである｡この人口移動 ･

森林破壊はまた,高額の米輸出税 (プレミアム),

土地法および森林管理の不備などの制度的要因によ

っても促進された｡

農民の移動は主体的には合理的行動であった｡し

かし,それは上述の多くの重大な社会的費用をもた

らした｡とくにトップ ･ソイルの流亡,シルティン

グ,気候変化などは農業国タイにとって半永久的コ

ストであるので重要である｡便益としては農業の多

角化,畑作物輸出の急増などがある｡もちろんこの

畑作物輸出は,先述の輸入代替工業化に伴う資本財

輸入の急増を賄うのに使用された｡60年以後のタイ

の経済発展を評価するためには,このような社会的

費用と便益とを比較しなければならない｡

私は,60年以降タイ国が採用してきた,先進国の

資本集約的技術に依存した,首都圏のみに偏った経

済発展戦略は,仮に政策が輸入代著から輸出促進に

転換されるとしても,タイ国の発展にとって最重要

問題である農村 (および都市)での膨大な貧困,低

就業,低所得を解決しないだろうと考える｡首都圏

の工業が吸収できる労働力は,吸収しなければなら

ない労働力の規模に対しあまりに小さすぎるのであ

る｡60年以降この大きなギャップは上述の大量の人

口移動,広大な森林破壊,収奪的技術による畑作物

面積の急拡大により何とか埋められてきた｡しかし,

この森林とトップ ･ソイルという安全弁は現在その

役目の限界に近付いている｡非常な急斜面がすでに

利用され,耕作放棄までされている｡タイ国の経済

発展戦略は現在根本的見直しが必要である｡首都圏

のエンクレープ工業化の戦略を修正し,農村の過剰

労働力を吸収する地方分散的農業,工業,および第

3次産業発展戦略が必須である｡すでにタイ人や外

国人による具体的な戦略やそれに関する研究がかな

り行われているが,タイ政府による一層の努力が必

要であり,日本の協力もこの方向へはっきりと方向

付けることが大切であるC(京都大学農学部講師)
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